
予算要求資料
平成27年度3月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費　　　
	事業名　新地域資源活用海外誘客促進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　商工労働部　観光企画課・観光誘客課　海外誘客係
　電話番号：058-272-1111（内2355）

　　　　　　　　E-mail： c11335@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　補正要求額　5,000千円（現計予算額：　　0円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000

	決定額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
「杉原千畝　命のビザ」がユネスコ記憶遺産候補となった好機を捉え、同氏の出生地である八百津町を訪ねるユダヤ人観光客等に対して、本県の観光情報を提供し、県内他地域への観光を促すほか、トップセールスにより情報発信を行い、観光客の掘り起こしを行う。

（２）事業内容
ヘブライ語等による杉原千畝及び本県観光に関する情報を掲載した冊子を作成し、杉原千畝記念館等で配布することで、県内周遊やさらなるユダヤ人観光客の誘客を図る。また、トップセールスで関連施設・団体を訪問する際に配布し、情報発信を行う。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　観光振興対策は県の経済・雇用対策であり、県負担は妥当。
（４）類似事業の有無

　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	5,000
	杉原千畝及び本県観光に関する情報を掲載したパンフレットの作成、配布

	合計
	5,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

　・長期構想

　　  １　新たな「成長・雇用戦略」の展開

　　      ・外国人観光客のさらなる拡大に向けた取組の強化

　　・岐阜県成長・雇用戦略

　　　最重要プロジェクト「観光産業の基幹産業化プロジェクト」

　　・外国人観光客倍増プロジェクト
（２）事業主体及びその妥当性
外国人観光客の誘致については、長期計画でも位置づけた県の役割であり、また、八百津町を訪問するユダヤ人観光客を県内他市町村へ周遊させることから、県が国の交付金事業を活用し事業主体として実施することが妥当。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　ユダヤ人観光客に県内の観光の魅力をＰＲすることにより、県内における滞在日数を増やし、観光消費額を増大させる。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	県内外国人宿泊者数
（観光庁宿泊旅行統計）
	－人
（H　）
	26万人
（H24）
	42万人(H25）
	60万人
（H26）
	60万人
（H29）
	100％



  ※平成23年度から集計方法を変更したため、それ以前の結果とは比較不可能
（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	「杉原千畝　命のビザ」がユネスコ記憶遺産候補となり、今後、同氏の出生地、八百津町を訪れるユダヤ人観光客の増加が見込まれることから、県内を周遊させる施策を展開していく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　ユネスコ記憶遺産登録の時機を捉え、八百津町を訪れるユダヤ人観光客を県内他市町村へも誘導するために、魅力的な観光情報を提供することが必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　海外からの誘客は継続的に取り組むことが大切であるとの認識の下、世界遺産登録による認知度向上の好機を活用し、継続して観光ＰＲを行う。



